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（百万円未満切捨て）  

１．平成 28 年３月期第２四半期の業績（平成 27 年４月１日 ～ 平成 27 年 9 月 30 日） 
(1) 経営成績(累計)                          （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

28 年３月期第２四半期 64   △32.7 △134     － △134    －  △148     － 

27 年３月期第２四半期 95   △6.6 △103     － △103    －  △103     － 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後
１ 株 当 た り 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

28 年３月期第２四半期 △34.96 － 

27 年３月期第２四半期 △30.60 － 

(注)平成 27 年９月 30 日の潜在株式調整後１株当たり当四半期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの１株当たり純損

失であるため記載しておりません。 

 
(2) 財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

28 年３月期第２四半期 761 685 81.7 

27 年３月期 896 833 85.9 

(参考)自己資本 28 年３月期第２四半期 621 百万円  27 年３月期  770 百万円 
 
２．配当の状況 

 年間配当金 

 第１ 
四半期末 

第２
四半期末 

第３
四半期末 期末 合計 

  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭
27 年 3 月期 －   0.00 －  0.00 0.00

28 年 3 月期 － 0.00    

28 年 3 月期（予想）   －  0.00 0.00

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無 
 
３．平成 28 年３月期の業績予想（平成 27 年４月１日 ～ 平成 28 年３月 31 日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 
 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円 銭

通 期 440   23.1 △48   － △48   － △49   －  △11  56

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



 
 
※ 注記事項    

  
(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 
  
(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
  ①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無  
  ②①以外の会計方針の変更           ：無 
  ③会計上の見積りの変更            ：無 
  ④修正再表示                 ：無 
 
(3) 発行済株式数(普通株式) 

①期末発行済株式数(自己株式を含む) 
②期末自己株式数      
③期中平均株式数(四半期累計) 

28 年 3 月期 2Q 4,237,700 株 27 年 3 月期 4,237,700 株

28 年 3 月期 2Q 49 株 27 年 3 月期 49 株

28 年 3 月期 2Q 4,237,651 株 27 年 3 月期 2Q 3,389,683 株

 
 
※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期
決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 
 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合
理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではあ
りません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１.当四
半期決算に関する定性的情報 (３)業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１)経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間のわが国経済は、企業業績や雇用環境に改善がが見られ、引き続き緩やか

な回復基調が続きましたが、中国の景気減速の懸念など不安定な状況がみられ、景気は依然として

先行き不透明な状況で推移いたしました。 

このような状況下において当社は、方針を「開発力強化と事業化加速」と定め、オープンイノベ

ーション、 新の技術の事業化及びグローバル化を進めることにより、研究受託事業の拡充と診断

事業を強化し、当事業年度の売上高 440 百万円(前年比 123.1%)を目指しております。 

 これらの結果、当第２四半期累計期間の売上高は 64 百万円(前年同四半期比 67.3%)となりました。

利益面では、営業損失 134 百万円(前年同四半期 103 百万円)、経常損失 134 百万円(前年同四半期 103

百万円)、第２四半期純損失 148 百万円(前年同四半期 103 百万円)となりました。 

 なお、第１四半期会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、当第２四半期累計期間

の前年同四半期比較については前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で

比較をしております。 

 

事業部門別事業状況は次のとおりです。 

 

【研究受託事業】 

研究受託事業におきましては、大学や研究機関、製薬・食品会社等を主要な顧客としてとしてＤ

ＮＡチップ関連の解析や統計処理、カスタムチップの設計等を行っております。主要なサービスと

して、受託解析サービスと次世代シークエンス解析サービスがあります。 

ⅰ.受託解析サービス 

マイクロアレイを使用した受託解析サービスでは、製薬・食品会社等の顧客へ積極的な提案型営

業を行うとともに、大学病院、研究機関等の顧客に対しては、きめ細かなフォローを推進しており

ます。また、新規サービスメニューの拡充を図っております。 

ⅱ.次世代シークエンス解析サービス 

次世代シークエンス解析サービスにおきましては、顧客の目的に合わせた実験デザインの提案、

データ解析及びサポートに力を入れております。 

いずれのサービスにつきましても、他社との差別化を意識し、クオリティの高い内容をお客様に

提供すべく取り組んでおります。 

その結果、当第２四半期累計期間の売上高は、61 百万円(前年同四半期比 68.0%)となりました。

 

【診断事業】 

 診断事業におきましては、「免疫年齢サービス」(免疫細胞の加齢遺伝子の働き具合から体内年齢

を予測するサービス)の拡充、及び「DiVA-EGFR チェックサービス」(肺がん患者を対象とした組織由

来ＤＮＡ変異検出サービス)を開始いたしました。「リウマチェック」(関節リウマチの薬剤効果予測

検査)の多剤効果予測検査サービスにつきましては、多剤効果予測の特許申請、論文の投稿、先進医

療の申請等、サービス開始に向けた取組みを実施しております。 

 国内販売につきましては、当事業年度に開始した「免疫年齢サービス」の拡充、及び「DiVA-EGFR

チェックサービス」の拡販に向けた営業活動に注力しております。その他、株式会社キュービクス

の「マイクロアレイ血液検査サービス」の取扱いを本年９月より開始いたしました。 

また、当事業年度期首より海外担当部署を新設し、海外展開の取組みを開始しております。 

現在、受注獲得に注力しており売上高への影響は下期以降に発生すると予想されます。 

 その結果、当第２四半期累計期間の売上高は、２百万円(前年同四半期比 53.9%)となりました。 

 

 

(２)財政状態に関する説明 

資産・負債及び純資産の状況 

 (資産) 

流動資産は、前事業年度末に比べて 156 百万円減少し、736 百万円となりました。これは、現

金及び預金 424 百万円、受取手形及び売掛金が 51 百万円減少したことなどによるものですが、

有価証券 300 百万円、仕掛品 14 百万円の増加もありました。 
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固定資産は、前事業年度末に比べて 21 百万円増加し、25 百万円となりました。これは、「投資

その他の資産」に含まれる敷金の増加 22 百万円によるものです。 

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて 135 百万円減少し、761 百万円となりました。 

(負債) 

流動負債は、前事業年度末に比べて 12 百万円増加し、72 百万円となりました。これは、流動

負債の「その他」に含まれる前受金 15 百万円、事務所移転費用引当金 13 百万円の増加によるも

のですが、買掛金 16 百万円などの減少もありました。 

固定負債は、前事業年度末に比べて増加し、３百万円となりましたが、金額は軽微であります。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて 12 百万円増加し、76 百万円となりました。 

(純資産) 

 純資産は、前事業年度末に比べて 148 百万円減少し、685 百万円となりました。これは、四半

期純損失 148 百万円によるものです。 

(キャッシュ・フローの状況の分析) 

 当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物の残高は 324 百万円減少し、466 百万円

(前年同四半期末 164 百万円)となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動によるキャッシュ・フローは前第２四半期累計期間では 49 百万円の支出であっ

たのに対し、当第２四半期累計期間は 100 百万円の支出となりました。主な要因は、税引前

四半期純損失 147 百万円、仕入債務の減少 16 百万円等の支出ですが、売上債権の減少 51 百

万円、前受金の増加 15 百万円などの収入もありました。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動によるキャッシュ・フローは前第２四半期累計期間では 12 百万円の支出でした

が、当第２四半期累計期間は、有価証券の取得 200 百万円、敷金の差入 22 百万円などがあり

224 百万円の支出となりました。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動によるキャッシュ・フローは前第２四半期累計期間では０百万円の支出でした

が、当第２四半期累計期間は収入、支出ともありませんでした。 

 

 

(３)業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当社は、受託メニューを拡充させるとともに、診断事業及び海外展開の加速化を図るため、診断

事業本部と海外事業本部を新設し、売上目標を 440 百万円に設定し、下記施策に取組んでおります。

   ・営業力強化(外部連携強化) 

   事業開発本部・診断事業本部(新設)の販促強化 

・診断事業加速のための投資 

  診断支援サービス研究開発強化 

・新規メニュー開発による差別化 

  市場ニーズに合わせたメニューの拡充と大型案件獲得 

  現在は予算通り推移しております。なお、平成 28年３月期の業績予想につきましては、当事業年

度中に発生する予定である、事務所及び研究施設移転に関する費用の業績への影響を見定めている

中であり、数値がまとまり次第「業績予想の修正」として開示いたします。 

 

 
※本資料における予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであ

ります。予想に内在するさまざまな不確定要因や今後の事業運営における内外の状況変化等により、

実際の業績と異なる場合がありますので、ご承知置きください。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

(１)四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
 

 

(２)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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(４) 四半期財務諸表作成に関する注記事項 

 

 (四半期損益計算書関係) 

※１ 販売管理費及び一般管理費の主要な費用及び金額は次のとおりであります。 
 

 前第２四半期累計期間 
(自 平成26年４月 1日 
  至 平成26年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成27年４月 1日 
  至 平成27年９月30日) 

役員報酬 16,230千円  14,107千円   

給与手当 16,937千円  22,903千円   

研究開発費 16,053千円  18,826千円   

 

※２ 事務所移転費用 

 事務所及び研究施設の移転に係る費用のうち、原状回復費用見込額 13,440 千円を事務所移

転費用引当金として繰り入れております。 

 

３ 売上高の季節的変動 

当社は、事業の性質上、売上高が第２四半期会計期間及び第４四半期会計期間に集中する傾

向があり、各四半期会計期間の業績に季節的変動があります。 
 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係) 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係 
 

 前第２四半期累計期間 
(自 平成26年４月 1日 
  至 平成26年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成27年４月 1日 
  至 平成27年９月30日) 

現金及び預金 164,018千円  366,621千円   

有価証券のうち現金同等物等に

該当する残高 
―  100,000千円   

現金及び現金同等物 164,018千円  466,621千円   

 
 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 
 
 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

当第２四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日) 

該当事項はありません。 
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(セグメント情報等) 

 

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日) 

1.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                (単位:千円) 

 報告セグメント 調整額

(注)１ 
合計 

研究受託 診断 計 

売上高  

外部顧客への売上高 90,632 5,178 95,810 ― 95,810

セグメント間の内部売上高又は振替

高 
― ― ― ― ―

計 90,632 5,178 95,810 ― 95,810

セグメント利益又は損失(△)(注２) △34,790 △28,318 △63,108 △40,123 △103,232

(注)１.調整額は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。 

２.セグメント損失(△)の合計額は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。 

 

2.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日) 

1.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
                                (単位:千円) 

 報告セグメント 調整額

(注)１ 
合計 

研究受託 診断 計 

売上高  

外部顧客への売上高 61,652 2,792 64,444 ― 64,444

セグメント間の内部売上高又は振替

高 
― ― ― ― ―

計 61,652 2,792 64,444 ― 64,444

セグメント利益又は損失(△)(注２) △56,643 △52,962 △109,605 △24,750 △134,356

(注)１.調整額は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。 

２.セグメント損失(△)の合計額は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。 

 

2.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

3.報告セグメントの変更に関する事項 

当事業年度よりセグメント情報の区分を見直し、従来の「研究受託事業」及び「商品販売事業」

から「研究受託事業」及び「診断事業」に区分を変更しております。 

従来は「研究受託事業」の売上が大部分を占めておりましたが、「診断事業」の収益獲得に向け

た研究活動に一定の目途がついたため、今後の重点事業と位置付け、報告セグメントの区分を変

更したものであります。 

なお、前第２四半期累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分に

より作成したものを記載しております。 

 

(株)ＤＮＡチップ研究所　（2397）　平成28年３月期 第２四半期決算短信
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